
（第三種郵便物認可）２０１４年１２月１５日 大阪歯科保険医新聞（５、15、25日発行）（３）

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

歯
科
医
院
譲
渡

【
所
在
地
】
大
阪
市
中
央
区

心
斎
橋
筋
２
‐
２
‐
22
小
大

丸
ビ
ル
４
Ｆ
（
地
下
鉄
御
堂

筋
線
・
心
斎
橋
駅
）

【
設
備
等
】
チ
ェ
ア
３
台
、

パ
ノ
ラ
マ
、
デ
ン
タ
ル
、
25

坪【
金
額
】
不
要

【
そ
の
他
】
高
齢
の
為
閉
院

【
連
絡
先
】
協
会
新
聞
部

　

条
件
の
交
渉
は
当
事
者
間

で
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

２
０
１
５
年
１
月
22
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

30
人

講
師　

大
澤
直
之
氏
（
第
一
生
命
教
育
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

医
科
・
歯
科
共
済
セ
ミ
ナ
ー

相
続
税
改
正
と
生
前
贈
与
の
活
用

日
時　

２
０
１
５
年
１
月
24
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

会
費　

会
員
無
料

持
参
物　

 

『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
テ
キ
ス
ト
』

２
０
１
３
年
８
月
版

※
参
加
は
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
会
員
本
人
に
限
る

新
規
開
業
医
講
習
会
〈
新
規
個
別
指
導
対
策
編
〉

日
時　

 

２
０
１
５
年
２
月
19
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
〜
４

時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

協
会
医
業
税
理
士
団

会
費　

会
員
・
家
族
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

確
定
申
告
対
策
直
前
セ
ミ
ナ
ー

「
２
０
１
５
年
確
定
申
告
の
ポ
イ
ン
ト
〜
税
制
の
改

定
点
と
医
業
税
制
」

日
時　

２
０
１
５
年
１
月
31
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

会
場　

と
み
も
と
歯
科
（
大
阪
市
港
区
）

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
５
千
円

定
員　

16
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

※
申
込
者
に
は
、
開
催
要
項
と
正
式
申
込
書
な
ど
を
後
日
Ｆ

Ａ
Ｘ
し
ま
す
。「
モ
リ
タ
」
の
バ
キ
ュ
ー
ム
を
使
用

「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
の
バ
キ
ュ
ー
ム
テ
ク
ニ
ッ

ク
」基
礎
編

日
時　

 

２
０
１
５
年
２
月
１
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
12

時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

 

会
員
院
所
歯
科
衛
生
士
５
千
円
。『
正
確
な
シ
ャ
ー

プ
ニ
ン
グ
安
全
な
ス
ケ
ー
ラ
ー
操
作
』（
定
価
３
、

９
９
６
円
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
ま
す
の

で
、
院
所
で
一
冊
購
入
を
検
討
く
だ
さ
い

定
員　

15
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

持
参
物　

 

顎
模
型
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
テ
ス
タ
ー
、
シ
ャ
ー
プ

ニ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
、
グ
レ
ー
シ
ー
ス
ケ
ー
ラ
ー

※
申
込
者
に
は
、
開
催
要
項
と
正
式
申
込
書
な
ど
を
後
日
Ｆ

Ａ
Ｘ
し
ま
す

「
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」よ
り
よ
い
ス
ケ
ー
リ

ン
グ
の
た
め
に

日
時　

２
０
１
５
年
２
月
７
日（
土
）午
後
２
時
30
分
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労
士
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　

 

こ
れ
か
ら
開
業
と
開
業
ま
も
な
い
会
員
を
対
象
に
、

募
集
・
面
接
か
ら
日
常
の
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

新
規
開
業
医
講
習
会〈
雇
用
編
〉成
功
の
鍵
を
握
る
―
知
っ
て

お
き
た
い
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
・
面
接
か
ら
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
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同 

級 

生

曽
谷　

充
登
（
淀
川
区
）

　

歳
を
重
ね
る
と
昔
の
こ
と

を
懐
か
し
ん
だ
り
、
ふ
と
思

い
出
す
こ
と
が
あ
る
。

　

20
代
の
頃
は
殆
ど
と
言
っ

て
も
良
い
ぐ
ら
い
に
そ
ん
な

思
い
出
に
耽
る
こ
と
は
無
か

っ
た
が
、
40
歳
を
超
え
だ
し

て
か
ら
は
そ
の
頻
度
は
増
え

る
一
方
で
、
自
分
で
は
ま
だ

ま
だ
若
い
と
思
っ
て
は
い
て

も
そ
ん
な
歳
に
な
っ
た
の
か

と
実
感
し
て
い
る
今
日
こ
の

頃
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
時
に
は
特
に
用
事

も
な
い
が
、
同
級
生
の
声
を

聞
き
た
く
な
り
電
話
で
話
し

た
り
、
時
間
が
合
え
ば
食
事

会
や
飲
み
会
な
ど
で
会
う
よ

う
に
し
て
い
る
。

　

同
級
生
と
い
っ
て
も
小
、

中
、
高
の
学
生
時
代
も
あ
れ

ば
大
学
生
時
代
も
あ
る
わ
け

で
、
小
、
中
、
高
の
学
生
時

代
の
同
級
生
は
多
種
多
様
な

職
種
で
、
豆
知
識
的
な
話
題

か
ら
、
そ
の
職
種
の
人
し
か

知
り
え
な
い
専
門
的
な
話
題

ま
で
、
仕
事
の
話
を
面
白
お

か
し
く
話
し
て
く
れ
る
。

　

15
年
ほ
ど
前
か
ら
は
じ
ま

り
、
今
で
も
毎
年
必
ず
年
末

に
中
学
生
時
代
の
同
級
生
で

特
に
仲
が
よ
か
っ
た
友
人

が
、
各
々
連
絡
が
と
れ
る
友

人
た
ち
を
集
め
て
、
20
〜
30

人
前
後
で
忘
年
会
と
称
し
て

集
ま
る
。
毎
年
メ
ン
バ
ー
が

増
え
て
き
て
、
今
年
は
誰
が

来
て
い
る
か
な
？　

と
思
い

強
に
な
る
こ
と
も
多
い
。

　

ど
の
時
代
の
同
級
生
と
も

共
通
す
る
こ
と
は
、
普
段
は

全
く
覚
え
て
い
な
い
よ
う
な

事
も
同
級
生
と
話
し
て
い
る

と
、
そ
の
時
の
記
憶
が
鮮
明

に
頭
に
浮
か
ん
で
来
て
、
あ

の
時
は
こ
う
だ
っ
た
、
こ
ん

な
こ
と
し
て
た
っ
け
と
、
自

然
に
思
い
出
す
こ
と
で
あ

る
。

　

自
分
の
中
で
は
、
そ
の
当

時
の
話
を
し
て
い
る
時
が
、

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う

な
時
間
、
お
酒
も
話
も
進
み

時
間
を
忘
れ
て
過
ご
せ
る
至

福
と
も
言
え
る
時
間
で
も
あ

る
。

　

同
級
生
と
は
、
い
く
つ
に

な
っ
て
も
そ
の
時
々
の
苦
楽

を
共
に
し
た
者
に
し
か
分
か

ら
な
い
話
題
を
笑
っ
て
話
せ

る
、
そ
の
時
の
記
憶
を
思
い

出
さ
せ
て
く
れ
る
、
そ
ん
な

存
在
で
あ
り
、
自
分
の
人
生

に
と
っ
て
も
「
宝
」
の
一
つ

で
あ
る
。

　

た
っ
た
一
度
の
人
生
だ
か

ら
、
出
来
れ
ば
楽
し
く
自
分

な
り
に
試
行
錯
誤
し
、
良
い

歳
の
と
り
方
を
し
た
な
ー
っ

と
い
つ
ま
で
も
言
え
る
関
係

で
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

同
級
生
と
は
こ
れ
か
ら

も
、
時
に
は
相
談
し
た
り
、

さ
れ
た
り
と
お
互
い
に
切
磋

琢
磨
す
る
仲
で
い
た
い
と
思

う
。

　

曽
谷
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
豊
田

弘
正
先
生（
淀
川
区
）で
す
。

　

有
権
者
に
大
切
に
し
て
も

ら
い
た
い
の
は
、
自
分
自
身

の
生
活
実
感
で
あ
る
。
安
倍

政
権
に
な
っ
て
生
活
は
少
し

で
も
楽
に
な
り
ま
し
た
か
。

だ
ま
さ
れ
る
の
は
、
も
う
や

め
に
し
よ
う
。

を
聞
く
政
府
の
「
点
検
会

合
」
で
は
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

や
経
済
学
者
が
景
気
に
関
す

る
議
論
ば
か
り
し
て
い
た
。

　

本
来
な
ら
消
費
税
の
専
門

家
も
加
わ
り
、
今
年
４
月
か

ら
の
増
税
分
が
、
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
る
の
か
を
検
証
し

て
か
ら
、
10
％
の
是
非
を
議

論
す
る
の
が
筋
で
あ
ろ
う
。

　

あ
る
全
国
紙
は
再
増
税
が

延
期
さ
れ
る
と
、
社
会
保
障

が
ど
ん
ど
ん
削
ら
れ
る
と
書

い
て
い
た
が
、
恫
喝
の
た
れ

流
し
も
い
い
加
減
に
し
て
も

ら
い
た
い
。
新
聞
各
社
は
、

軽
率
減
税
を
適
用
し
て
も
ら

い
た
い
一
心
で
安
倍
政
権
に

お
も
ね
っ
た
報
道
を
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

責
任
極
ま
り
な
い
愚
行
で
あ

る
。

　

そ
も
そ
も
消
費
税
増
税

は
、
本
当
に
必
要
な
の
か
。

　

社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る

と
し
て
今
年
４
月
、
消
費
税

率
を
８
％
に
引
き
上
げ
た

が
、
増
税
分
（
５
兆
円
）
か

ら
回
さ
れ
る
の
は
１
割
だ
け

で
あ
る
。

　

10
％
へ
の
再
増
税
に
つ
い

て
各
界
の
代
表
ら
か
ら
意
見

　

安
倍
首
相
は
消
費
税
率
10

％
へ
の
引
き
上
げ
を
２
０
１

７
年
４
月
に
延
期
し
た
上

で
、
解
散
総
選
挙
に
踏
み
切

っ
た
。
有
権
者
は
こ
う
し
た

党
利
党
略
を
許
し
て
は
い
け

な
い
。

　

延
期
は
あ
く
ま
で
先
送
り

で
し
か
な
い
。
景
気
の
行
方

が
不
透
明
な
の
に
、
景
気
条

項
を
削
除
し
て
必
ず
税
率
を

引
き
上
げ
る
と
い
う
の
は
無

断
と
そ
れ
に
続
く
治
療
の
優

先
順
位
を
決
定
す
る
こ
と
で

あ
る
。
特
に
、
脱
臼
歯
の
場

合
は
時
間
と
の
勝
負
で
あ
り

予
後
を
見
据
え
た
迅
速
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
。
一
般
に

脱
臼
歯
の
予
後
は
、
体
外
に

置
か
れ
て
い
た
時
間
、
歯
の

保
存
状
態
、
感
染
の
有
無
、

根
の
完
成
状
態
、
歯
周
組
織

の
損
傷
の
程
度
、
全
身
状
態

（
基
礎
疾
患
の
有
無
）、
歯

の
固
定
方
法
な
ど
の
因
子
が

関
与
し
て
い
る
。

　

講
演
で
は
、
一
般
開
業
歯

科
医
が
遭
遇
し
う
る
歯
科
・

口
腔
外
傷
の
種
類
と
そ
の
診

断
、
治
療
法
、
病
診
連
携
な

ど
に
つ
い
て
実
際
の
症
例
を

供
覧
し
て
解
説
し
た
い
。

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
受
傷

原
因
は
交
通
事
故
、
ス
ポ
ー

ツ
、
喧
嘩
、
転
倒
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

小
児
の
外
傷
で
最
も
多
い

受
傷
原
因
は
転
倒
で
、
永
久

歯
の
脱
臼
歯
で
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
上
下
前
歯
で
、
乳
歯

で
は
上
顎
前
歯
に
集
中
し
て

い
る
。
当
科
で
扱
う
歯
の
外

傷
症
例
で
は
約
２
割
以
上
に

他
部
位
の
合
併
損
傷
を
伴
っ

て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
頭

部
、
四
肢
、
腹
部
、
頸
部
の

順
で
あ
っ
た
。
口
腔
外
傷
の

患
児
で
は
口
腔
軟
組
織
の
損

傷
は
見
落
と
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

外
傷
の
取
り
扱
い
で
重
要

な
こ
と
は
、
ま
ず
正
確
な
診

　

歯
科
・
口
腔
領
域
に
か
か

わ
る
外
傷
の
う
ち
の
約
３
割

は
歯
の
外
傷
で
あ
る
。
一

方
、
歯
単
独
の
外
傷
は
ま
れ

で
、
多
く
は
隣
接
す
る
軟
組

織
・
硬
組
織
に
損
傷
を
伴
っ

日
時　

２
０
１
５
年
１
月
25
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

な
が
ら
過
ご
す
の
が
、
最
近

は
一
番
の
楽
し
み
で
も
あ

る
。

　

大
学
生
時
代
の
同
級
生
は

当
然
な
が
ら
職
種
は
同
じ

で
、
仕
事
の
内
容
も
ス
ト
レ

ス
も
共
通
の
話
題
が
多
く
、

仲
の
良
い
友
人
と
学
生
時
代

の
馬
鹿
げ
た
話
か
ら
最
近
の

新
し
い
技
術
や
専
門
的
な
話

題
ま
で
、
毎
回
い
ろ
ん
な
話

題
が
出
て
、
な
る
ほ
ど
と
勉

消
費
増
税
は
本
当
に
必
要
か
？

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

斎
藤　

貴
男

歯科・口腔領域にかかわる外傷
事例と診断・治療のポイント　
長尾　徹（岡崎市民病院歯科口腔外科統括部長）

衆院選挙衆院選挙

審判審判
私私のの


